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INTRODUCTtON

　国立遺伝学研究所は平成11年（1999年）6月1日をもって創立50周年を迎えることとなった。この要覧は50周年記

念特別号としてここに皆様にお届けする。本研究所は昭和24年（1949年）に文部省所轄研究所として初代小熊桿所長

のもとに設置された。1949年といえば日本の敗戦後4年目，朝鮮戦争の1年前という，まだ戦後の混乱期であったこ

とを思うと，その設立の苦労がしのばれる。学問的には，遺伝子の本体がDNAであることの発見に先立つこと4年で

あり，遺伝学が生物学の基礎となることの認識はまだなかった時代と言える。当初3部門でスタートした研究所は第

2代木原均所長の時代には8部門にまで充実され，つづく森脇大五郎所長・田島弥太郎所長の時期を通じて順調な発

展を遂げた。木村・太田の「進化の中立説」などの偉業もこの発展の中に生まれたものである。その後，松永英所長

の時代である1984年の改組によって大学共同利用機関となり，各種の遺伝実験生物の保存研究センターおよび遺伝情

報研究センターが設置された。部門も5研究系に再編成されて，各研究系に2部門と1客員部門がおかれた。1987年

には日本DNAデータバンク（DDBJ）が稼働をはじめ，1988年には総合研究大学院大学の遺伝学専攻として博士課程

の大学院教育も始められ，研究所のあたらしい時代が始まった。さらに1989年に着任した富澤純一第6代所長のもと

に研究所の若返りと充実がはかられて今日に至っている。私は着任後まだ1年半しか経過していないが，これまでの

改革と発展の流れをさらにすすめる責任の重さを痛感している。

　20世紀初頭のメンデルの遺伝法則の再発見を遺伝学の出発点ととらえるとすると，研究所の歴史は遺伝学の歴史の

後半50年と重なる。その間，遺伝学の進歩には目ざましいものがあった。特に分子遺伝学の進歩によってDNAが遺伝

子の化学的な実体であり，その分子構造が機能と密接に関係することが発見され，また大腸菌やファージで解明され

た遺伝子の複製・転写・翻訳などの分子機構が，基本的には全生物に共通であることが明らかとなった。さらに，こ

の全生物の「共通言語」であるDNAを用いて，遺伝子機構の詳細を解明する遺伝子クローニングと遺伝子導入の技術

が工夫されて生命科学に革命をもたらした。いわば，遺伝学が「生命科学の統一基礎論」としての立場を確立したも

のと言えよう。現代では分子生物学の枠を超えて，生命進化，細胞分化，さらには脳神経系など高次生命活動の解明

にその知識と技術を応用する研究動向の発展が著しい。

　当研究所は古典遺伝学の時代から現在の分子遺伝学・分子生物学までのそれぞれの時期にわが国の生命科学研究の

発展に多くの貢献をしてきた。しかし永い歴史を持つということは，意識的に自己改革を行っていかなければ沈滞の

恐れがあるということをも意味している。幸いなことに，すべての生命現象の基礎であるという“遺伝学”の性格の

おかげで，“遺伝学研究所”の名の下に常に新しい学問動向を取り入れていくことが可能である。そのためにわれわれ

が次に何を目指そうとしているか，その道筋は別項に述べられている「第3期将来計画」を参照されたい。そこには，

これまで全盛期であった分子生物学・分子遺伝学を踏まえつつも，遺伝学を用いて高次の生物機能の解析に迫る新し

い学問動向の推進，複雑な遺伝子ネットワークをシステムとして解析していく新しい方向性，また広範な生物種のゲ

ノム情報の蓄積に基づく遺伝的多様性の解析など，新しい動向をいちはやく取り込んでいくための施策が盛られてい

る。幸い，1998年度から「脳機能」および「初期発生」の2部門が増設され，あたらしい研究がスタートした。これ

はわれわれが期待している研究所の未来像とよく一致するものであり，創立50周年にふさわしい発展と考えている。

今後は真の意味での「生命複雑系」の解明に遺伝学の立場から貢献する世界に知られた研究機関となるように努力し

たい。

　大学共同利用機関としての当研究所の重要な役割として，系統保存事業およびDDBJ関連事業がある。これらの重要

性はゲノム解明の時代となってますます大きなものとなっている。特にDDBJはゲノムデータを集めて公開し，またそ

のデータベースを利用する研究を推進する世界の3極の一つとして，アジアの生命科学研究の発展にともなってます

ます充実が必要である。これらの事業については大学共同利用機関としての業務とともに，研究という研究所本来の

役割との関連をどのように調整していくかという問題が残されている。これは教官の研究活動に関する評価のあり方

や事業の評価を正しく行うこととも関連があり，今後もさらに議論を深めて研究・教育・事業のすべての面での質の

向上をはからねばならない。そのためには，遺伝学の学問的な性格からこれらの3つの役割が決して矛盾するもので

2



1

はなくむしろ不可分なものであることを認識し，その融合的な発展をはかりたい。最近，行政改革の一環として国立

大学や大学共同利用機関の独立行政法人化の議論が政治主導で行われている。この議論が真に実のあるものとなるた

めには，わが国の文化レベルの向上という長期的視野に立って研究・教育・事業をいかに評価するのか，十分な検討

に基づいて検討される必要がある。

　研究所の活動としてこれまで不十分だった点として，遺伝学研究成果の社会への還元の必要性があげられる。最近

では「遺伝子治療」，「遺伝子組換え食物」，「クローン動物」など，遺伝学や分子生物学の成，果が市民の日常の話題に

ものぼる時代となっている。これらは研究の枠を超えて非専門家である市民の理解を必要とする社会的な問題となっ

ている。「生命科学の世紀」となるであろう21世紀にむけて市民の側にも正しい知識と判断能力が必要であるが，これ

までの中等教育はきわめて不十分であるし，日々の情報の糧である新聞雑誌の科学記事を書く科学ジャーナリストも

きわめて層が薄い。当研究所としてもこの要請にこたえていくために，創立50周年の記念事業として「市民講座」な

どへの協力を始めた。また新たに「遺伝学博物館」の設立を準備中である。これは従来からある資料展示室を充実さ

せてわが国の遺伝学研究資料を収集公開すると共に，インターネットを利用して研究者および教育関係者，さらには

一般市民や学生生徒が遺伝学・分子生物学の基礎知識と正しい情報とを得られるものとしたい。

　We　are　now　celebrating　the　50th　anniversary　of　the　National　lnstitute　of　Genetics（NIG）．　NIG　was　established　in

the　year　1949　in　the　city　of　Mishima　situated　at　the　base　of　Mt．　Fuji．　Our　50－year　history　has　overlapped　with　the

revolutionary　advancement　of　genetics．　Molecular　techniques　now　allow　us　to　decipher　entire　human　genome　se－

quences，　and　also　to　understand　details　of　higher　and　compiex　biologicae　phenomena，　such　as　evolution，　cell　differ－

entiation　and　even　brain　function．　NIG　has　been　exploiting　the　basic　and　universal　nature　of　genetics　to　extend　the

frontiers　of　life　sciences．　We　wish　to　the　continue　with　these　innovations　to　maintain　and　expand　our　scientific　ac－

tivities．
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